






か
、
こ
の
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
こ
の

頃
菩
薩
と
呼
称
す
る
僧
を
出
現
さ
す
べ
き
何
等
か
の
条
件
が
醸
成
さ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に

一
応
こ
の
菩
薩
僧
に
結
び
つ
く
者
が
、
な
お
こ
れ
以
前
に
見
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
前
の
点
に
つ
い
て
は
後
で

考
察
す

る
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
で
は
先
ず
後
の
点
に
つ
い
て
若
干
考

え
て
み
た
い
。

先
に
触
れ
た
如
く
、
唐
招
提
寺
所
蔵

の
瑜
伽
師
地
論
巻
二

一
に
は

天
平
十
七
年
歳
次
乙
酉
四
月
中
旬
、
願
主
万
瑜
+廾

書
写
法
師
信
瑜
井

と
い
う
後
鄭

あ
る
が
・
こ
の
万
瑜
菩
鑒

び
に
信
瑜
菩
啀

弥
勒

信

仰

と
関

係

が

あ

る

ら

し

く
思

わ

れ

る
。

と̀

い

う

の

は
、

両

菩

薩

が

書
写
し
て
い
る
瑜
伽
師
地
論
に
つ
い
て
は
、
無
著
が
阿
輸
陀

ξ

&
、

h
y
a
Q

に
於
て
兜
率
天
宮
に
昇
り
慈
氏
菩
薩
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ

　

る
と

の
伝
承
が
古
来
よ
り
有
り
、
ま
た
い
さ
さ
か
牽
強
附
会
の
き
ら

い
が
あ

る
が
万
瑜
、
信
瑜
の
僧
名
に
も
字
句
的
に
瑜
伽
論
と
関
係
が

あ
る
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ヘ

へ

ま
た
、
行
基
菩
薩
は
瑜
伽
論
を
読
了
し
、
そ
の
活
動
は
瑜
伽
論
で

四
八

⑮

強
調
さ
れ
て
い
る
菩
薩
行
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
瑜
伽
論
と
菩
薩
と
の
関
連
は
決
し
て
唐
突
な
も
の

で
は
な
い
。
従

つ
て
亦
、
弥
勒
信
仰
者
が
菩
薩
僧
と
し
て
顕
現
す
る

こ
と
も
考
え
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

若
し
こ
の
よ
う
な
推
論
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
続
い
て
天
平

七
年

(
七
三
五
)
書
写
の
瑜
伽
師
地
論
が
大
い
に
参
考
に
供
さ
れ
る
。

こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
後
書
が
あ
る
。

(巻

八
)

天
平
七
年
歳
次
乙
亥
八
月
十
四
日
写
了

書
写
師
慈
氏
弟
子
三
宅
連
人
成
本
名

.

⑯

今
受
慈
氏
弟
子
慈
霊

檀
越
慈
氏
弟
子
慈
姓

慈
氏
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
弥
勒
菩
薩

の
こ
と
で
あ
る
。
慈
氏
弟

子
何

汝
と
い
う
如
く
彼
等
は
自
か
ら
弥
勒

の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
表

明
し
た
信
者
で
あ
る
。

こ
の
瑜
伽
師
地
論
か
ら
は
な
お
多
く
の
弥
勒
信
徒
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
。
僧
名
と
本
名
と
を
併
記
し
て

こ
れ
を
列
挙
す
る
と

(巻

八
、
九
)

(
巻
五

二
、
五

四
、
五

五
、
五

七
)

昭

(建
部
木
萬
呂
)

慈

姓

(三
神
智
麻
呂
)

慈

灘
尋

(馨

古
町
)

轟
ハ蛎

ハ審
欝

狂
都
乎
)

(巻
六
六
、
六
八
、
六
九
)

(巻
九

一
、
九
二
、
九
三
、
九
四
、
九
五
)

法

(
大

石

主

寸

豊

国

)

慈

通

(
難

波

部

首

益

人

)

慈



(巻
九
亠ハ
"
九
九
ψ

(巻
九
〇
)

慈

信

(赤
染
乎
麻
呂
)

慈

勢

　

の
如

く
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
巻
九

一
に

「
書
写
師
慈
氏
弟
子
優
婆
塞
慈
法
本
名
大
石
主
亠・
豊
國
檀
越
慈
氏
弟
子

⑱

優
婆
塞
慈
姓
本
者
三
馨

召

」

と
あ
る
よ
う
に
檀
越
を
中
心
と
し
た
慈
氏
信
徒
の

一
群
と
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
天
平
期
の
僧
名
に
慈
の
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば

一

応
弥
勒
信
徒
と
見
做
し
て
さ
え
よ
い
程
で
あ
る
。
写
経
所
公
文
に
宝

亀
二
年

(
七
七

一
)
四
ロ月
廿
日
附

で

「沙
弥
慈
緒
解
、
申
請
暇
事⑲

A旦
二
箇
日

右
依
胸
病
、
件
暇
請
白
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

こ
の
沙
弥
慈
緒
と
い
う
写
経
生
も
斯
か
る
類
の
徒
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
民
間
に
お
け
る
慈
氏
グ
ル
ー
プ
の
メ
ソ
バ
ー
が
官
設
機
関
に
喰

い
込

ん
で
い
た
り
、
ま
た
、
写
経
生
問
に
慈
氏
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ら
う
。

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
し
て
、
弥
勒
信
仰
を
中
心
と
し
た
民
間
の

在
俗
慈

氏
僧
に
よ
る
宗
教
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
慈
氏
グ

ル
ー
プ

は
文
献
上
少
く
と
も
天
平
初
期
ま
で
溯
り
得
る
が
、
そ
の
起

源
は
な
お
古
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
菩
薩
僧
に
お
い
て
も
、
後
で
触
れ
る
が
、
先
に
掲
げ
た
菩
薩

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

僧
の
名
に
光
と
い
う
字
を
持

今
通
有
性
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら

も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
等
は
宗
教
結
社
的
性
格
を
持

つ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
而
し
て
、
比
較
的
早
い
時
期
に
位
置
し
て
い
る
菩
薩

僧
に
弥
勒
信
仰
の
徒
で
あ
る
偲
が
窺
え
た
こ
と
、
ま
た
両
者
と
も
結

社
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
弥
勒
グ

ル
ー
プ
と
菩
薩
グ

ル
ー
プ
は
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
類
似
点
を
有
し
て
お
り
、
前
者

と
後
者
と
が
結
合
し
え
る
可
能
性
を
持

つ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
慈
氏
僧
と
菩
薩
僧
の
間
に
は
名
称
の
上
か
ら
し
て
さ
え
、

一
見
隔
絶
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
う
で

は
な
い
。
慈
氏
僧
に
関
係
深
い
瑜
伽
師
地
論
は
、
そ
の

一
部
が
菩
薩

　

地
持
経
或
は
菩
薩
善
戒
経
と
し
て
単
訳
さ
れ
た
程
に
、
菩
薩
に
関
す

る
教
説
が
重
要
な
構
成
要
素
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
論
以
外
の

経
、
論
等
に
よ
つ
て
高
揚
さ
れ
て
い
く
菩
薩
思
想
を
考
慮
す
れ
ば
両

者
に
は
互
い
に
結
び

つ
く
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
菩
薩
僧
と
慈
氏
僧
と
は
関
連
し
あ
う
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
当
然
慈
氏
僧
を
考
慮

す
る
こ
と
な
く
し
て
、
菩

薩
僧
の
先
躯
態
を
探

つ
た
り
、
ま
た
そ
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
全

四
九



き

を
期

す

る

こ

と

は
出

来

な

い

で
あ

ろ

う
。

註
①

報
信
書
写
経
(
黒
川
文

化
研
究
所
蔵
)
、
田
中
塊
堂
著

「
日
本
写
経
綜

鑒
」

一
七
四
頁
参
照

②

瑜
伽
師
地
論
巻
廿

ス
唐
招
提
寺
蔵
)
、
田
中
著
書
前
掲

二
六
二
頁
、

竹
内
理
三
編

「
寧

楽
遺
文
」
下
巻

六

一
九
頁
参

照
、

こ
の
場
合
菩
薩

は
卉
と
菩
薩

の
略
字
が
使

用
さ
れ

て
い
る
。

③

光
覚

一
切
経
、
大
法
炬
陀
羅
尼
経
巻
六
、
同
巻

九
(
根
津
美
術
館
蔵
)
、

「寧
楽
遺
文
」
下
巻
六
三
二
頁
参
照

④

光
覚

一
切
経
、
眦
婆
沙
論
巻
八
三
(
山
田
文
昭
氏
蔵
)
、
同
前
書
六
三

四
頁
参
照
。

こ
の
場
合
も
井

の
略
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。

⑤

右
同
、
弥
勒
菩
薩
所
問
経
論
巻

三
、
古
経
題
跋
、
同
前
書
六
三
六
頁

参
照

⑥

右
同
、
衆
事

分
阿
毘
曇
巻
九
(
法
隆
寺
蔵
)
、
同
前
書
六
三
六
頁
参
照

⑦

右
同
、
同
巻

十

ス

繁
野
有
道
蔵
)
、
同
前
書
六
三
六
頁
参
照

⑧

「
日
本
霊
異
記
」
巻

下
第

一
話

⑨

右

同
、
巻
下
第

一
九
話
、
巻
中
第

二
〇
話

⑩

行
基
大
僧
正
墓
誌

(
「寧
楽
遺
文
」

下
巻

九
七
〇
頁
)

⑪

「
霊
異
記
」
巻
中
五

⑫

続
紀
巻
第
廿
九
、
神
護
景
雲

二
年
五
月
三
日
条

⑬

註
②
参
照

⑭

西
域
記
巻
第
五
、
望
月
信
亨
著

「
仏
教
経
典
成
立
史
論
」

三
六
頁

⑮

井
上
薫
氏

「
行
基
と
鑑

真
」
(
「
日
本
仏
教
思
想

の
展
開
」
所
収
)
参
照

⑯

瑜

伽
師
地
論

(
知
恩
院
蔵
)
「寧

楽
遺
交
し
下
巻
六

一
四
頁

五
〇

⑰

右
同

(
諸
氏
蔵
)
「寧
楽
遺
文
」
下
巻
六
一
四
-
六
一
五
頁

⑱

瑜
伽
師
地
論
巻
九

一
(知
恩
院
蔵
)
右
同
書
六
一
五
頁

⑲

「寧
楽
遺
文
」
五
九
九
頁

⑳

望
月
著
前
掲
書
三
六
頁

三

と
こ
ろ
で
、
菩
薩
僧
は
以
上
の
べ
た
如
く
出
現
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。

0

律
令
政
府
を
し
て

「毎
レ経
二聞
見
一不
レ安
二子
懐

一」
ら
し
め
た
仏

②

菩
薩
並
び
に
賢
聖
号
の
使
用
者
は
、

「里
名
二勝
母
一」
づ
け
て
、
同

じ
く
政
府
を
心
よ
か
ら
ず
思
わ
し
め
た
よ
う
な
人

々
、
又
は
そ
の
よ

う
な
人

々
の
住
む
村
落
社
会
と
無
関
係
で
あ

つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
し
、
ま
た
菩
薩
僧
が
民
間
写
経
に
そ
の
名
を
多
く
留
め
て
い
る
こ

と
も
思
い
併
せ
ば
、
村
落
社
会
、
民
間
こ
そ
菩
薩
僧
の
基
盤
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
点
官
僧
と
鮮
や
か
な
対
蹠
性
を
示

し
て
い
る
。
事
実
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
浄
行
禅
師
、
菩
薩

な
ど
は
初
期
の
民
間
布
教

③

者
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
云
う
な
ら
菩
薩
僧

は
自
度
の
民
間
僧
に
属
す

る
修
行
者
で
あ
つ
た
。



そ
れ
で
ば
当
時
の
民
間
に
お
け
る
僧
尼
の
動
向
ば
ど
う
で
あ

つ
た

ろ
う
か
。
そ
こ
、で
、
史
書
そ
の
他
に
つ
い
て
の
民
問
僧
尼
群
の
動
向

を
中
心
に
し
た
社
会
情
勢
を
窺

つ
て
お
こ
う
。

養
老
元
年

(
七

一
七
)
四
月
に

「頃
著
百
姓
乖
二違
法
律

啼、
恣
仕
二
其
情

一、剪
レ髪
髭
レ
髯
、
輙
著
二

道
服
一、
貌
似
二桑
門
一、
情
挾
二姦
盗
一、

詐
偽
所
二
以
生
一、

姦
冗

④

自
レ
斯
起
云
云
」

と
の
べ
ら
れ
た
詔
が
出
て
、い
る
し
、
ま
た
同
じ
く
同
年
五
月
に
も

「率
土
百
姓
浮
二浪
四
方

一、
規
二避
課
役

一、遂
仕
二
王
臣
一、
或
望
二

O

資
人

一、
或
求
二
得
度
一」

と
い
う
文
句
を
含
む
詔
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ

で
わ
か
る
よ
う
に
八
世
紀
初
葉
に
は
邪
を
な
す
僧
形
の
百
姓

が
社
会

問
題
化
し
て
お
り
、
課
を
避
け
る
目
的
で
僧
に
な
ろ
う
と
す

る
農
民
が
多
か
つ
た
。

抑

女
過
重
な
負
担
体
系

に
お
し
ひ
し
が
れ
た
農
民
の
最
も
端
的
な

行
動
は
逃
亡
で
あ

つ
た
が
、
こ
こ
で
さ
き
の
養
老
元
年
五
月
の
詔
に

あ
る
よ
う
に
得
度
を
求
め
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
度
僧

の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
農
民
の
私
度
僧
化
は
そ
の
正
当
、
不
正
当

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

の
手
段
ば
肌
と
し
て
、
と
も
角
も
負
担
軽
減

へ
の
あ
え
ぎ
の
な
か
で
、

⑥

素
朴
で
は
あ
る
が
新
し
い
三
世
罪
福
因
果
と
浄
土
の
福
音
に
対
す
る

歓
喜
を
と
も
な
い

つ
つ
行
わ
れ
て
い
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
民
間
に
お
け
る
行

基
菩
薩
の
運
動
を
繞

つ
て

の
農
民
の
動
き
の
中
に
テ
ィ
ピ
カ
ル
に
現
わ
れ
て
い
る
。

「
比
来
在
京
僧
尼
、
以
二
浅
識
軽
智
一、
巧
二説
罪
福
因
果
一、
不
レ

練
二戒
律
一、
詐
二誘
都
裏
之
衆
庶
一、
内
黷
二
聖
教
一、
外
虧
二皇
猷
一、

遂
令
二人
之
妻
子
剃
髪
刻
膚
哨、
動
称
二仏
法
一、
輙
離
二室
家
一、
無

γ
懲
二綱
紀
一、
不
レ顧
二親
夫
一、

或
負
レ経
捧
レ鉢
、
乞
二食
於
街
衢

之
間
一、
或
偽
誦
二
邪
説
一、
寄
二身
於
村
邑
之
中
一、
聚
宿
為
レ常
云

0
云
」

と
い
う
養
老
六
年
の
太
政
官
謹
奏
は
、
当
時
の
民
間
に
お
け
る
僧
尼

及
び
そ
れ
を
繞
る
農
民
の
様
子
を
最
も
端
的
に
物
語

つ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
律
令
国
家
の
基
盤
の
担
手
た
る
農
民
の
か
く
の
如
き
有
様
は

村
落
の
秩
序
を
乱
し
、
引
い
て
は
律
令
体
制
を
崩
壊

へ
と
導
く
も
の

に
な
り
か
ね
な
い
。
先
に
引
い
た
養
老
元
年
四
月
の
詔
は

「布
告
二

村
里
「勤
加
禁
止
」

と
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、

全
ゆ
る
村
落
に
お
い

て
、
律
令
政
府
が
懸
念
し
警
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
以
上
の
よ
う
な

五

一



村
里
の
状
態
に
な
る
可
能
性
ー
律
令
政
府
か
ら
す
れ
ば
危
険
性
ー
が

孕
ま
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
僧
尼
の
活
動
を
み
て
も
こ
れ
は
明

ら
か
に
反
僧
尼
令
的
行
為
で
あ

つ
て
、
こ
れ
も
律
令
仏
教
を
足
許
か

ら
脅
す
も
の
で
あ

つ
た
。

こ
の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
か
ら
農
氏
の
生
活
条
件
が
種
女
の
矛
盾

か
ら
弱

ま
つ
て
い
ぎ
そ
の
甚
し
き
に
達
せ
ん
と
す
る
八
世
紀
は
じ
め

に
私
度
僧
が
増
加
し
、
以
後
膨
脹
の

一
途
を
辿

つ
て
い
る
の
は
決
し

て
理
由

の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

か
く

て
延
喜
年
間

(九
〇

一
ー
九
二
二
)
に
は
、
誇
張
さ
れ
て
は

い
よ
う
が

「
又
諸
国
百
姓
、
逃
二
課
役
隔逋
二
租
調
一者
、
私
自
落
レ
髪
、
猥
著
二

法
服

一、
如
・
此
之
輩
、
積
/年
漸
多
、

天
下
人
民
、

三
分
之
二
、

皆
是
禿
首
也
、
此
皆
家
蓄
二
妻
子
一、
口
啖
二
腥
謄
一、
形
似
二沙
門
一、

心
如
二屠
児
一、
况
其
尤
甚
者
、
聚
為
二群
盗
、
竊
鋳
二銭
貨
一、

不

⑧

レ畏
二
天
刑
一、
不
レ
顧
二仏
律
一」

と
い
う
状
態
に
な
り
、
遂
に
「私
度
沙
弥
、
為
二
其
凶
党
一者
、
即
著
二

⑨

鉗
鉱
一、
駈
二
役
其
身
一」
せ
ん
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

霊
異
記
に
臆
、
自
恣
的
に
僧
形
を
と
つ
て
、
或
は
生
産
を
営
み

つ

五
二

つ
写
経
供
養
し
こ
れ
を
読
誦
す
る
優
婆
塞
、
或
は
村
邑
を
乞
食
す
る

遊
行
僧
、
或
は
村
落
道
場
に
寄
住
す
る
僧
、
或
は
単
に
僧
形
で
あ
る

0

と
い
う
だ
け
の
反
社
会
的
な
似
非
沙
弥
等

六
に
関
す
る
説
話
が
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
右
の
よ
う
な
史
的
動
向

の
中

に
還
元
し

て
理
解
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

飜
つ
て
考
う
る
に
、
僧
尼
令

に

「
凡
有
二私
度
及
冒
名
相
成
一:
:
:

依
レ律
科
断
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、

私
か

に
死
僧
な
ど
の
公
験
を
買

い
取
り
、
そ
の
名
を
盗
襲
す
る
な
ど
の
方
便
で
、
宮
司
に
由
ら
ず
し

て
出
家
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
条
令
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
後
も
、
自
度
僧
が
簇
出
し
た
こ
と
は
、
い
ま
の
べ
た

通
り
で
あ
る
。

律
令
政
府
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
原
因
を
名
帳
の
不
備
、
そ
の
勘

0　

検
の
不
徹
底
に
よ
る
と
み
て
い
た
。
従

つ
て
政
府
は
名
籍
を
整
備
し
、

今

一
方
で
は
公
験
の
授
与
を
厳
正
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
因

⑫

み
に
公
験
の
僧
尼
へ
の
最
初
の
授
与
は
養

老
四
年
で
あ
る
が
、
数
年

後
の
神
亀
元
年
に
は
、
名
が
綱
帳
に
載
せ
ら
れ
て
、い
て
も
還
俗
し
て

い
た
り
、
形
貌
が
誌
し
て
あ
る
と
こ
ろ
と
異
つ
て
い
た
り
し
て
い
る

⑬

の
で
、
治
部
省
が

「
一
定
二見
名

一仍
給
二
公
験

こ

ん
こ
と
を
奏
し
て



い
る
有
様
で
あ
る
。
こ
の

一
事
か
ら
も
名
籍
の
整
備
も
、
公
験
の
授

与
も
極
め
て
ル
ー
ズ
な
も
の
で
あ

つ
た
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
乍
ら
か
か
る
紊
乱
を
直
す
た
め
の
努
力
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
九
世
紀
に
入
つ
て
弘
仁
、
承
和
と
な
つ
て
も
実

H

を
結
ぶ
こ
と
な
く
、
自
由
出
家
者
の
跳
梁
を
許
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
と
が
律
令
社
会
の
矛
盾
相
剋

に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
故

に
当
然
の
成
行
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま

た
、
天
平
宝
写
三
年

へ七
五
九
)
六
月
廿
二
日
に
は
乾
政
官
符

「禁
断
私
度
僧
事
」
が
、
元
興
寺
僧
教
玄
の
奏
状
に
基
い
て
出
さ
れ

⑮

て
い
る
。
か
く
の
如
く
、
私
度
僧
に
対
す
る
警
戒
は
八
世
紀
な
か
ば

に
入
ろ
う
と
す
る
頃
に
は
、
既
に
も
う

一
応
注
意
す
る
と
い
つ
た
よ

う
な
段
階
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
た
し
、
ま
た
、
自
度
僧

に
対
す
る

危
懼

も
公
的
な
仏
教
寺
院

の
機
関
内
に
さ
え
深
く
蔵
さ
れ

て
い
た
の

で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、

一
方
寺
院
め
様
子
を
窺
う
と
、
霊
亀
二
年
(七

一
六
)

五
月
十
五
日
に

「今
聞
、
諸
国
寺
家
、
多
不
レ
如
レ法

(中
略
)
門
庭
荒
廃
(中
略
)

多
歴
二年
代
一、

絶
無
二構
成
一於
7事
斟
量
、

極
乖
二
崇
敬
一、
今
故

ノく
ら

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

併

兼

数

寺

、

合

二
成

一
区

一、

庶

幾

同

レ
力

共

造

、

更

興

二
頽

法

一
云

云

」

⑯

と

の
勅

が

出

さ

れ

、

寺
院

復

興

の
策

が

指

示

さ

れ

て

い
る

が

、

こ
れ　

は
近
江
国
守
武
智
麻
呂
の
奏
上
に
基
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

藤
原
武
智
麻
呂
伝
を
み
る
と
続
日
本
紀
の
記
事
と
同
様
の
事
が
書
か

れ
て
あ
り
、
朝
廷
に
対
す
る
武
智
麻
呂
の
言
上
文
に
も
、
字
句
は
終

始

一
致
し
て
い
な
い
が
、
続
紀
の
そ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
が
の
べ

⑱

ら
れ
て
い
る
。

壬
申

の
乱
後
改
新
の
方
向
が
終
局
的
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

⑲

と
間
も
な
く
寺
院
を
制
限
す
る
動
き
が
現
わ
れ
、
多
く
の
寺
院
は
個

々
の
貴
族
等
の
負
担
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
藤
原
武
智
麻
呂
の
み

た
具
合
に
遂
に
荒
廃
に
帰
し

　

た
寺
院
も
少
く
は
な
か
つ
た
。
従

つ
て
僧
尼
の
方
も
、
寺
院
の
荒
廃

U　

と
共
に
、
「
僧
尼
空
載
二名
於
寺
籍
一、

分
散
餬
二
口
於
村
里
一」

と
云

わ
れ
る
如
く
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
村
里
に
離
散
し
た
。

か
く
て
、
貴
族
、
氏
族
寺
院
の
崩
壊

に
伴

つ
て
離
散
し
た
僧
尼
と

農
民
か
ら
流
れ
出
て
き
た
私
度
僧
と
が
結
び
つ
き
、
彼
等
は
救
済
者

を
求
め
る
農
民
の
渇
望
を
満
た
し
つ
つ
、
或
は
遊
行
乞
食
し
或
は
民

五
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間
に
定
着
し
て
、
民
間
仏
教
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

菩
薩
僧
も
、
大
局
的
に
瞰
望
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
律
令
政
策
の
遂

行
の
中
で
生
れ
て
き
た
民
間
僧
の
中
に
あ
り
、
従
つ
て
彼
等
を
民
間

僧
尼

の
動
向
に
即
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
勿
論
で
あ

る
。
私
度
僧

の
増
加
と
い
う
現
象

の
中
に
は
慈
氏
僧
や
菩
薩
僧
の
輩

出

.
形
成
と
い
う
現
象
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
菩
薩

僧
な
ど
の
出
現
す
る
原
因
も
先
き
に
の
べ
た
よ
う
な
苛
酷
な
負
担
体

系
が
敷
か
れ
て
い
た
社
会
そ
の
も
の
に
根
ざ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ

こ
で
興
味
あ
る
こ
と
は
、
菩
薩
僧
の
名
が
記
録
上
に
出
始
め
る

時
期

と
、
行
基
菩
薩
の
活
動
が
律
令
政
府
の
弾
圧
時
代
を
経
て
社
会

　

的
に
公
認
さ
れ
て
き
た
時
期
と
が
略

々
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
勿
論

一
部
に
対
し
て
で
は
あ
る
が
、
と
も
角
民
間
僧
に
対
す

る
社
会
の
観
念
が
公
認
乃
至
尊
崇
的
に
変
遷
し
て
ぎ
た
そ
の
こ
と
の

上
に
菩
薩
僧
を
の
せ
て
考
え
て
も
よ
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
換

言
す

れ
ば
、
民
間
僧
の
質
的
転
換
と
菩
薩
僧
と
の
間
に
内
面
的
関
係

が
あ

る
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
。

先

に
菩
薩
僧
と
慈
氏
僧
と
が
関
係
の
深
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

で
は
、
こ
の
こ
と
と
そ
れ
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

五
四

に

つ
い

て

は
後

で
触

れ

る
積

り

で
あ

る

が
、

私

は
、

慈

氏

僧

と
菩

薩

僧

の
接

触

期

が
、

世

人

の
民

間

僧

に
対

す

る
考

え

方

が
変

つ
て
き

た

そ

の
時

期

と

一
致

し

て

お
り

、

そ

し

て
丁

度

こ

の
頃

を

境

と

し

て
菩

薩

僧

が
慈

氏

僧

に

結

合

し

て
そ

の
基

盤

の
上

に

の

つ
た

と

み

て

い

る

。

註
①

続
紀
巻
第

二
九
、
神
護
景
雲

二
年
五
月
丙
午
勅

②

右
同

③

一
の
註
④
参
照

④

続
紀
巻
第
七

養
老
元
年
四
月
廿
三
日
条

⑤

右
同
、
同
年

五
月
十
七
日
条

⑥

因
果
思
想

に
ひ
か
れ

て
い
た
こ
と
は
養
老
六
年

七
月

の
太
政
官
謹
奏

文

な
ど
か
ら
、
ま
た
、
浄
土

に
対
す
る
憧
憬

は
弥
勒

信
仰

そ
の
他

の

普
及
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
窺

わ
れ
る
。

⑦

続
紀
巻
第
九
、
養
老
六
年
七
月
十
日
条

⑧

本
朝
文
粋

二
、
善

相
公
意
見
十
二
箇
条

⑨

右

同

⑩

qD
(
牟
婁

沙
弥
)
「
自
度
無
名
(
中
略
)
剃
二
除
鬢

髪
一、
著
二
袈
沙

一、
即

レ
俗
収
ン家
、
営
二
造
産
業
一
、
発
二
願
如
法
清
浄

一
、
奉
レ
写
二
法
華
経

一

部
(
中
略
)
供
養
之
後
(
中
略
)
置
二
於
住
室
之
翼
階

一、
時

々
読
レ
之
」

C
I-　-
1
O
)

回
(
伊
勢
沙
弥
)
「
有

二
一
自
度

一字
日
二伊
勢
沙
弥

一也
、
誦
持
薬
師
経

十
二
薬
叉
神
名

一、

歴
レ
里
乞
レ
食
、
就
下
於
給
二
正
税

一之
人
上
乞
レ
稲
」

(
下

三
三
)



瞬
(
信
行
沙
弥
)
「
俗
姓
大
伴
連
祖
是
也
、
捨
レ
俗
自
度
、
剃

二除
鬢
髪

一

(
中
略
)
其
里
有
「二

道
場

一、
号

日
二
弥
気
山
室
堂

一、
其
村
人
等

造
私

之
堂
(
中
略
)
信
行
沙
弥
常
住
二
其
堂

一、
打
レ
鐘
為
レ
宗
」
(
下

一
七
)

ω
(
石
川
沙
弥
)
「
自
度
無
レ
名
、
其
俗
姓
亦
未
詳

(
中
略
)
其
雖
レ
仮
二

容
於
沙
門

一而
繋
二
心
於
賊
盗

一、
或
詐
称

レ
造
レ
塔
、
乞
二
歛
人
之
財

物

一、
退
与
二
其
婦
一、
買
二
雑
物

一而
蠍
レ
之
(
中
略
)
汚
レ
法
誑
レ
人
、
莫

レ
過
二
斯
甚

一」
(
上

二
七
)

⑪

宝
亀

十
年

八
月
廿
三
日
治
部
省

は

「
大
宝
元
年
以
降
、
僧
尼
雖
レ
有
二

本
籍

一未
レ
知
二
存
亡
一
、
是
以
、
諸
国
名
帳
、
無
レ
由
二
計
会

一、
望
請
、

重
仰

二所
由

一、
令
レ
陳
二
住
処
在
下
之
状

一、
然

則
官
僧
己
明
、

私
度

自
止
」

と
奏
上
し

て
い
る
。
(
続
紀
巻
第
三
五
)

⑫

続
紀
巻
第

八
、
養
老
四
年

正
月

四
日
条

⑱

続
紀
巻
第

九
、
神
亀
元
年
十
月

一
日
条

⑭

日
本
後
記
巻
第
廿

二
、
弘
仁

四
年

二
月
三
日
条
、
類
聚

三
代
格
巻
第

三
、
承
和

十

一
年
十

一
月
十
五
日
太
政
官
符
な
ど
は
こ
の
こ
と
を
教

示
し
て
い
る
。

⑮

類
聚
三
代
格

三
、
僧
尼
禁
忌
事

⑯

続
紀
巻
第

七
、
霊
亀

二
年
五
月

十
五
日
条

⑰

右
同

⑱

藤
原
武
智
麻

呂
伝
、
「
寧
楽
遺
文
」
下
巻

八
八
三
i

八
八
四
頁

⑲

日
本
書
紀
巻
第

+
九
、
天
武
天
皇

九
年

四
月
条
下

⑳

井
上
光
貞

編

「
古
代
社
会
」
所

収
、
川
崎
庸
之
氏
論
文

一
四
九
頁
参

　
奈
良
時
代

に
お
け
る
菩
薩
僧

に
つ
い
て

⑳

註
⑱
参
照
、
武
智
麻
呂
伝

は
天
平
宝
字
四
年
以
後

に
出
来
た
も

の
と

推
測

さ
れ

(
「寧

楽
遺
文
」
竹
内
氏
解
説
)
、
も
と

よ
り
武
智
麻
呂
が

朝

廷
に
奏
上
し
た
当
時

の
も

の
で
な
く
、
続
紀

の
奏
上
文
に
も
こ
の

文
句

は
見
え

て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な

こ
と
は
当
然
考

え
ら
れ
、
ま
た

こ
の
よ
う
な
事
態

の
数
多
く
の
見
聞
が
あ

つ
た
れ
ば

こ
そ
か
く
家
伝

に
影
響

し
て
い
る
と
想
察

せ
ら
れ
、
当
然
僧
尼

の
村

里

へ
の
離
散
は
考
慮

に
入
れ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

⑳

養
老
元
年

の
詔

は
僧
尼
令
違
反
と
断
じ
た
が
、
天
平
三
年

の
詔
は
行

基

に
従
う
ウ
バ

ソ
ク
、

ウ
バ
イ

の
入
道
を
許
可

し
て
い
る
。

@

例

え
ば
行
基

は
養
老
元
年
頃

に
は
小
僧
と
貶

さ
れ

て
い
た
が
、

そ
の

後

天
平
十
年
頃
成
立
し
た
古
記

は
彼
を
大
徳

と
し
、
さ
ら

に
世
人

は

菩
薩

と
称
し
た
。

(
家
永
氏
編

「、仏
教
思
想

の
展
開
」
所
収
井
上
薫

氏

「
行
基
と
鑑
真
」

一
四
-

一
五
頁
参
照
)

四

既

に
触

れ

た
如

く

光

覚

一
切

経

に

は
多

く

の
菩

薩

僧

が
関

係

し

て

い

る
。

こ

の

写
経

が
若

し
全

部

残

つ
て

い

る

な
ら

ば

な

お
幾

多

の
菩

薩

僧

が
追

加

出

来

る

で
あ

ろ

う
。

こ

の
光

覚

一
切

経

は
実

に
道

俗

の

協

力

に

よ

つ
て

な

さ

れ

た

も

の

で
あ

る
。

菩

薩

僧

は

こ

の
道

俗

の
協

力

者

の
中

で

ど

の

よ

う

な
具

合

に
出

て
来

て

い

る

で
あ

ろ

う

か
。

二
、

三

の
後

書

を

み

よ

う
。

五
五



　

(大
法
炬
陀
羅
尼
経
巻
六
)

維
天
平
宝
字
五
年
歳
次
辛
丑
九
月
十
七
日
願
主
僧
光
覚

奉
為

皇
帝
后

ヘ

ヘ

ヘ

へ

頭
演
勝
菩
薩
神

神
前
倉
人
稲
虫
女

父
神
前
倉
人
大
嶋

神
前
倉
人
刀
自

ヘ

ヘ

ヘ

へ

私
部
守
刀
自

化
勝
菩
薩

私
部
稲
麻
呂

私
部
黒
奈
倍

私
部
米
刀
自

私
部
飯
虫

神
前
倉
人
秋
虫

神
前
倉
人
多
比
波
女

神
前
倉
人
田
次

相
知
刀
自

神
前
倉
人
刀
自
古

三
宅
土
古

置
始
連
祖
父

池
上
椋
人
大
成

池
上
椋
人
浄
濱
古

高
田
部
安
古

田
部
乙
人

②

(衆
事
分
阿
毘
曇
巻
九
)

天
平
宝
字
六
年
十
月
八
日

願
主
僧
光
覚

五

六

ヘ

ヘ

ヘ

へ

光
道
菩
薩

子
紫
口

桑
原
史
便
古

殿
門
古

大
宅
臣
美
都
良

尉
日
牛
甘

③

(衆
事
分
毘
曇
巻
十
一
)

天
平
宝
字
六
年
十
月
八
日

ヘ

ヘ

ヘ

へ

願
主
僧
光
覚

光
身
菩
薩

恩
重
父
日
置
造
古
麻
呂

親
母
秦
忌
寸
広
刀
自

(以
上
傍
点
筆
者
)

こ
れ
ら
に
よ
つ
て
次
の
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
写
経
に
二
、
三
の
血

族
関
係
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
が
従
事
し
て
い
る
が
、
菩
薩
僧
は
こ
の

親
族
グ
ル
ー
プ
の
中
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
ケ
ー
ス
は
他
の

場
合
も
含
め
て
多
い
。
第
三
例
の
如
き
は
父
子
関
係
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
菩
薩
僧
は
親
子
関
係
、
妻
子
関
係
を

離
脱
し
た
仏
家
で
い
う

本
来
の
意
味
で
の
出
家
で
は
な
く
、

所
謂

ヘ

へ

在
家
僧
で
あ

つ
て
、
か
り
に
文
字
通
り
家

に
在
住
し
な
い
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
何
等
か
の
点
で
家
門
、
又
は
村
落
生
活
に
深
い
関
係
を
持

つ
た
在
地
僧
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
霊
異
記
に
出
て
く
る



④

自
度

の
牟
婁
沙
弥
の
如
き
が
そ
う
で
あ
る
。

ま

た
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
名
を
み
る
と
、光
覚

一
切
経
に
は
、
願

主
の
光
覚
の
光
の
字
を

一
字
含
ん
だ
菩
薩
僧
が
多
い
。
こ
れ
は
矢
張

り
光
覚

と
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
或
は
光
覚
の
導
き
に
よ
る
出
家

と
も
考
え
ら
れ
る
.⑤
か
碁

る
と
認

く
光
覚

蒭

誰

み
ら
れ
る

「憂
婆
夷
戒
光
」
な
ど
は

「大
伴
宿
禰
縁
光
師
」、
「憂
婆
塞
薩
光
」
、

矢
張
り
菩
薩
僧
と
云
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら

菩
薩
僧
が
在
俗
者
で
あ
る
こ
と
が
ζ
こ
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
勿
論

光
覚
自
身
も
、
彼
に
つ
い
て
の
伝
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
菩
薩
僧
に

属
し
て
い
よ
う
。
而
し
で
光
覚
を
中
心
と
す
る
幾
多
の
翼
讃
の
門
弟

が
あ
り
、
こ
れ
に
多
く
の
菩
薩
僧
が
見
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像

さ
れ
る
。
現
存
の
光
覚

一
切
経
に
出
て
い
る
菩
薩
僧
な
ど
は
こ
の

一

端
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
光
覚

一
切
経
か
ら
、
自
己
の
家
門
と
深
く
連
関
を

保

つ
た
在
俗
在
地
の
菩
薩
僧
が
光
覚
と
も
ま
た
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
関
係
が
あ

つ
た
れ
ば
.」
そ
、
光
覚

と
い
う

天

の
禦

民
衆
を
動
員
し
三

切
璧

日
写
と
い
う
大
事
鰈

を
成

し
得
た
の
で
あ
る
。
菩
薩
僧
が
写
経
の
頭
僧
と
な
つ
て
い
る
例

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

が
あ

つ
た
が
、
彼
等
は
近
時
言
う
と
こ
ろ
の

「細
胞
」
的
役
目
を
担

つ
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
民
間
写
経
の
実
現
方
法
を
示
し
た
点
か
ら

い
つ
て
も
、
ま
た
菩
薩
僧
の

一
態
を
窺
わ
せ
た
点
か
ら
い
つ
て
も
、

光
覚

一
切
経
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

⑨

ま
た
、
行
基
菩
薩
に
は
三
千
有
余
入
の
門
弟
が
あ
り
、
彼
は
南
天
竺

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

波
羅
門
僧
正
と
も

「率
二
京
畿
瀦
素
両
衆

五
十
余
種
匚

い
て
前
後
三

度
合

つ
た
と
い
う
⑩
彼
に
翼
従
す
る
道
俗
の
信
徒
が
い
か
に
多
く
、

ま
た
行
基
の
教
化
力
の
い
か
に
甚
大
で
あ

つ
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
行
基
と
同
じ
よ
う
に
上
述
の
様
な
菩
薩
達
に
も
当
然
そ
の

教
化
力
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
僧
尼
令
第
五
条
に
「凡

僧
尼
非
レ
在
二寺
院

一、
別
立
二道
場

一、
聚
レ衆
教
化
、
併
妄
説
二
罪
福
一、

及
殴
二撃
長
宿
一者
、
皆
還
俗
」、

ま
た
同
第
二
三
条
に

「凡
僧
尼
等

令
下
俗
人
付
二其
経
像
一歴
レ門
教
化
上者
、

百
日
苦
使
、
其
俗
人
者
依
レ

律
論
」
等
の
規
定
が
あ

つ
て
、
彼
等
は
決

し
て
自
由
で
は
な
く
、
そ

の
宗
教
的
活
動
に
制
約
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
菩
薩
僧
を
在
地
僧
た
ら
し
め
た

一
因
で
も
あ
つ
た
ろ
う
。
勿
論

か
か
る
こ
と
の
み
が
菩
薩
僧
を
在
地
僧
た
ら
し
め
て
い
る
唯

一
最
後

的
の
も
の
と
云
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。
「
霊
異
記
」
所
載
の
南
菩
薩

五
七



の
教
化
活
動
も
、
記
事
か
ら
推
す
と
、
そ
の
住
ん
で
い
た
熊
野
村

一

ti

帯

の

「海
辺
之
人
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
自
つ
か
ら
限

界
を
持

つ
て
い
た
と
は
云
う
も
の
の
民
間
に
お
け
る
僧
尼
間
の
往
来

を
示
す
記
事
は
可
成
り
見
出
さ
れ
、
民
間
僧
の
所

へ
民
間
僧
が
来
訪

し
合

う
記
事
も
多
い
。
南
菩
薩
に
関
す
る
説
話
も
菩
薩
と
菩
薩
の
所

へ
尋
ね
て
来
た

一
禅
師
と
の
問
の
奇
瑞
譚
で
あ

つ
た
。
従

つ
て
そ
れ

ら
の
僧
尼
間
に
交
誼
関
係
が
出
来
、
こ
れ
が
拡
大
さ
れ
て
宗
教
結
社

的
な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
し
て
も
強
弁
で
は
な
か
ろ
う
。
律

令
政
府
が
極
度
に
警
戒
し
て
い
た
も
の
は
政
治
性
を
帯
び
た
こ
れ
で

あ
つ
た
。
先
に
み
た
光
覚

一
切
経
か
ら
、
私
は
、
光
覚
を
繞
る
か
か

る
宗
教
結
社
的
集
団
i
起
居
坐
臥
を
共
に
す
る
態
の
も
の
を
云
う
の

で
は
な
い
が
ー
を
見
出
せ
る
と
考
え
る
。
固
よ
り
大
き
な
も
の
と
は

考
、兄
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
親
族
血
縁
を
単
位
と
し
た
小
規
模
な

宗
教
集
会
や
、
せ
い
ぜ
い
こ
れ
を
単
位
と
し
た
連
合
体
の
よ
う
な
も

の
で
、
も
と
よ
り
地
域
社
会
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
は
な
か
つ
た

ろ
う
Q

一
体
に
古
代
社
教
に
お
い
て
宗
教
が
集
会
結
社
を
伴
い
、
集
会
結

五
八

社
が
ま
た
宗
教
を
要
求
し
、
か
く
し
て
成

つ
て
い
る
集
団
が
政
治
社

会
的
活
動
ま
で
行

つ
た
こ
と
さ
へ
あ
る
こ
と
は
、
民
族
学
、
歴
史
学

な
ど
の
示
ず
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
ボ
国
に
お
い
て
も
少
し
時
代
は
下

る
が
地
蔵
講
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
講
論
、
講
演
等
と
は
別
な
「講
」

が
平
安
末
以
降
民
間
で
盛
ん
に
営
ま
れ
た
が
、
こ
れ
も
多
分
に
こ
う

い
つ
た
性
格
の
も
の
で
あ
つ
た
。
奈
良
時
代
に
あ
つ
て
は
ど
う
で
あ

つ
た
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
と
あ

か
ら
さ
ま
に
示
す
も
の
が

文
献
上
出
て
こ
な
い
か
ら
い
さ
さ
か
困
難

な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し

文
献
例
証
的
研
究
方
法
か
ら
は
批
難
慧
れ

る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
次
の

よ
う
な
考
察
か
ら
、
結
社
と
い
え
ぱ
少
し
語
弊
が
あ
る
が
、
「講
」
的

な
集
会
が
あ

つ
た
と
、
私
は
見
て
い
る
。

そ
れ
は
結
論
的
に
云
え
ば
弥
勒
信
仰
に

よ
る
集
会
で
あ
る
。
そ
し

て
前
項
で
み
た
よ
う
な
慈
氏
僧
が
シ
ヤ
ー

マ
ン
的
性
格
を
持

つ
て
こ

の
面
で
活
躍
し
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

我
が
国
上
代
の
仏
教
に
対
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
り
、
ま
た
地
域

的
に
も
隣
接
し
て
い
た
古
代
朝
鮮
を
み
る
と
、
新
羅
に
お
い
て
花
郎

集
会
に
弥
勒
信
仰
が
結
合
し
た
例
が
見
出

せ
る
。
新
羅
花
郎
に
関
す

る
三
品
彰
英
博
士
の
研
究
に
よ
る
と
、
花
郎
の
俗
信
と
習
合
し
た
仏



教
信
仰
の
最
な
る
も
の
は
弥
勒
信
仰
で
あ
り
、
花
郎
集
会
の
奉
信
す

る
神
性
が
弥
勒
菩
薩
と
習
合
し
、
、そ
の
集
会
も
龍
華
樹
の
下
で
成
道

⑫

し
三
会
の
説
法
を
行

つ
た
法
筵
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
花
郎
の
集
徒
の
中
に
は
常
に
僧
侶
が
属
し
、
集
会
の
場

⑬

所
も
寺
院
や
弥
勒
の
霊
場
と
深
い
関
係
を
持

つ
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
我
が
国
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
我
が
国
で
も

ま
た
集
会
を
伴

つ
た
弥
勒
信
仰
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
弥

勒
を
中
心
と
し
た
村
落
道
場
が
村
人
の
集
会

の
場
と
し
て
営
ま
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
特
に
指
摘
し
た
い
の
は
霊
異
記
の

「其
里
有

一
道
場
、

号
日
二弥
気
山
室
堂
一、

其
村
人
等
、
造
二
私
之
堂
一、
故
以
為
レ字

欝

譲

⑱
と
い
う
記
事
で
あ
る
・

こ
の
堂
は
養

禅
定
堂
で
あ

る
か
ら
弥
勒
を
祠

つ
た
堂
に
ち
が
い
は
な
い
が
、
こ
れ
が
村
人
の
手

に
よ

つ
て
造
営
さ
れ
て
い
る
私
営
の
道
場
で
あ
る
こ
と
は
注
目
せ
ら

れ
て
よ
い
。
し
か
も
同
記
事
に
よ
る
と
こ
の
堂
に
は
自
度
で
は
あ
る

が
信
行
沙
弥
が
常
に
寄
住
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
同
書
に
は

「紀
伊
国
名
草
郡
貴
志
里
、有
二
一
道
場
一、
号
日
二貴
志
寺
一、其
村
人
等
、

⑮

造
二私
之
寺
一、
故
以
為
レ字
也
」

と
も
あ
る
が
、

こ
の
道
場
に
も
弥

勒
仏
が
安
置
さ
れ
、
優
婆
塞
が
住
し
て
い
た
。
ま
た
「先
祖
造
寺
有
二

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
っ
い
て

⑯

名
草
郡
能
応
村
一、
名
日
二弥
勒
寺

一、
写
日
二能
応
寺

一」
と
い
う
記
事

が
あ
る
が
ふ
こ
の
寺
も
、
能
応
寺
と
い
う
よ
う
に
村
名
が
冠
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
村
落
道
場
と
し
て
の
機
能
を
持

つ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
村
落
全
体
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
道
場
の
機

　

能
は
恐
ら
く
村
人
又
は
若
者
の
集
会
の
場
所
で
あ
り
、
或
は
遊
娯
の

場
、
又
弥
勒
を
中
心
と
し
た
信
仰
集
会
の
開
催
場
所
で
あ

つ
た
ろ
う
。

ま
た
逆
に
村
人
の
集
会
が
こ
の
弥
勒
堂
を
必
要
と
し
て
ぎ
た
と
も
云

え
よ
う
。
未
だ
純
粋
に
信
仰
の
み
の
集
会
結
社
は
み
ら
れ
な
か
つ
た

で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
弥
勒
集
会
の
あ

つ
た
こ
と
は
、
花
郎
の
場
合

を
考
え
併
せ
て
、
ま
た
新
羅
か
ら
の
道
俗

の
往
来
も
推
古
、
持
統
に
は

⑲

可
成
り
み
ら
れ
る
か
ら
、
当
然
あ
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

村
堂
が
出
来
る
時
期
は
(
異
記
の
記
事
か
ら
推
す
と
、
奈
良
時
代
後

期
そ
れ
も
平
安
時
代
に
近
く
な
つ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
つ
て
、
必
ず

し
も
早
い
時
代
と
結
び

つ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
村
堂
が
な

く
て
も
か
か
る
集
会
は
早
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
従

つ
て
、
集
会
結
社
的
な
も
の
が
既

に
存
在
し
、
ま
た
新
ら
た

に
形
成
さ
れ
易
い
状
態
に
あ

つ
た
と
云
え

よ
う
。
そ
し
て
集
会
や
村

落
寺
院
に
附
属
し
た
こ
れ
ら
の
民
間
自
度
僧
は
恐
ら
く
咒
術
者
的
性

五
九



格
を
持

つ
た
宗
教
者
で
あ

つ
た
ら
う

が
、
シ
ヤ
ー
マ
ソ
と
し
て
の
慈

氏
僧

が
こ
の
集
会
又
は
道
場
に
属
す
る
僧
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
で

あ
ら
う
と
思
わ
れ
る
。

さ

て
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
自
度
僧

ひ
い
て
は

菩
薩
僧
が
、
集
会
ま
た
は
村
落
道
場
と
関
係
を
持
ち
、
ま
た
、
結
社

的
な
も
の
を
形
成
し
易
い
環
境
に
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

見
方
を
か
へ
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
環
境
で
あ

つ
た
れ
ば
こ
そ
自
度
僧

が
生
活
根
拠
を
民
間
に
置
き
得
、
ま
た
そ
の
環
境
が
自
度
僧
乃
至
菩

薩
の
出
現
を
促
し
、
助
長
し
た
の
で
あ
る
。

さ

ら

に
菩

薩

僧

の
宗

教

者

と

し

て

の
性

格

を
考

え

て
み

る

と

、
「
苦

、

、

、

、

丶

、

、

、

、

、

、

丶
⑲

行

精

勤

、

誘

化

不

レ
息

、

人

仰

二
慈

悲

一、

世

称

二
菩

薩

一
」

と

か

「有

r

r

r

r

r

r

r

r

　

二永
興
禅
師
一、
化
二海
辺
之
人
一、
時
貴
二其
行
一故
美
二称
菩
薩
一」
と

云
わ
れ
て
い
る
如
く
、
民
衆
教
化
が
そ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
肥

後
国

八
代
郡
豊
服
郷
の
豊
服
広
公
の
子
は
、
猴
聖
と
云
わ
れ
、
後
舎

利
菩
薩
と
称
し
た
が
、
そ
れ
は

「修
レ善
化
レ
人
、
無
二人
不
フ
信
」
き

0　

が
故
で
あ
り
、
「道
俗
帰
敬
而
為
二化
主
匚
し
た
た
め
で
あ
つ
た
。
し

六
〇

か
し
こ
の
よ
う
な
民
衆
教
化
は
古
代
仏
教

の
限
界
と
し
て
咒
術
的
な

仏
教
と
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
庶
民
教
化
と
い
つ

て
も
、
井
上
薫
氏
の
云
う
如
く

「収
奪
か
ら
の
逃
避
・労
役
の
軽
減
・

農
業
生
産
力
の
発
展

・
福
音
の
開
放
」
な
ど
を
望
む
農
民
の
要
求
に

応
じ
た
」
行
基
菩
薩
の
如
き
か
ら
、

シ
ヤ
ー

マ
ソ
的
菩
薩
ま
で
、い
ろ

い
ろ
の
段
階
が
あ

つ
た
。
こ
の
節
の
冒
頭

で
み
た
よ
う
な
家
族
的
菩　

薩
僧
は
、
家
族

シ
ヤ
ー

マ
ン
の
機
能
を
持

つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
三
品
教
授
引
く
と

こ
ろ
の

冒
oげ
①
尻
o
<

の

「疑
い
も
な
く
職
業
的

シ
ヤ
ー

マ
ニ
ズ

ム
は
家
族
的

シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
儀
式
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

コ
リ
ヤ
ー
ク
の
家
族

シ
ヤ
ー

マ
ニ
ズ

ム
に
お
い
て
は
或
女
は
降
神
の
知
識
を
所
有
し
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
求
め
に
応
じ
て
家
庭
外

で
行
う
多
く
の
余
分
の
知

識
を
も
所
持
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
吾

女
は
明
ら
か
に
コ
リ
ヤ

ー
ク
の
家
族
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
職
業
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
発
達
し

d　

た
こ
と
を
諒
解
ず
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

い
う
説
明
が
わ
れ
わ
れ
の

場
合
に
も
参
考
に
な
る
。
古
代
の
僧
尼
が
咒
師
的
性
格
を
持

つ
て
い

　

た
こ
と
は
従
来
史
家
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、

光
覚

一
切
経
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
家
族
的
菩
薩
僧
も
ま
た
家
族
に



お
け

る
宗
教
祭
儀
を
司
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
も

ま
た
光
覚

一
切
経
が
示
し
て
い
る
が
菩
薩
相
互
間
に
、
ま
た
彼
等
を

繞
る
世
人
と
の
間
に
結
社
的
な
も
の
が
形
成

さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
家

庭
外
に
お
い
て
も
宗
教
祭
儀
を
取
扱
い
さ
ら
に
村
堂
な
ど
の
建
立
に

と
も
な
つ
て
家
族
的
菩
薩
僧
は
外
に
出
て
所
謂
職
業
的
宗
教
祭
儀
者

へ
移

行
す
る
傾
向
を
持

つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
慈
氏
僧
と
菩
薩
僧
は
基
盤
と
性
格
を
ひ
と

し
ゆ
う
す
る
局
面
を
有
し
、
両
者
を
同
じ
系
譜
の
中
で
結
び
う
る
可

龍
性

を
多
分
に
残
し
て
い
る
。
し
か
℃
菩
薩
僧
は
矢
張
り
菩
薩
僧
と

も
て
の
特
異
性
を
持

つ
て
い
る
。
〉」
の
点
は
菩
薩
僧
を
考
、兄
る
と
き

何
ん
と
し
て
も
見
逃
し
得
な
炉
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
次
に
こ
の
点

に
触
れ
て
み
な
け
伽
ば
な
ら
な
い
。

註
①

「寧
楽
遺
文
」
上
巻
六
三
二
頁

②

右
同
、
六
三
六
頁

③

右
同
、
六
三
六
頁

④

三
の
註
⑩
イ

⑤

松
浦
家
所
蔵
、
賢
劫
経
巻

一
後
書
、
「寧
楽
遺
文
」
下
六
三
二
頁

⑥

知
恩
院
所
蔵
、
眦
尼
摩
得
勒
伽
巻
六
後
書
、

「寧
楽
遺
文
」
下
六
三

四
頁

⑦

右
同

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

⑧

本
文
引
用
中

の
第

一
例
、
ま
た
同
経
巻

九
に
も

「
頭
延
光
菩
薩
」
と

い
う

の
が
見
え

て
い
る
。

⑨

「東
大
寺
要
録
」
巻
第

一
所
収
本
願
章
第

ス

続

々
群
第

一
一
、

一
三

.
頁
)
、

「僧
綱
補
任
抄
出
」

上

(
群
書
類
従
第

三
、

五
二
六
頁
)
等

⑩

南
天
竺
波
羅
門
僧
正
碑

並
序

(
「寧

楽
遣
文
」
下

八
八
八
頁
)

⑪

「
霊
異
記
」
巻
下
、
第

一
話

⑫

三
品
彰
英
博
士
著

「
朝
鮮
古
代
研
究

第

一
部

新
羅
花
郎

の
研
究
」

二
五
七
-

二
七
三
頁
、
ま
た
八
百
谷
孝
保
氏
「
神
羅
社
会
と
浄
土
教
」

史
潮
七

ノ
四

⑬

右
同

⑭

「霊
異
Illin
」
下
巻
第

十
七
話

⑮

右
同
、
下
巻
第

二
八
話

⑯

右
同
、
下
巻
第
卅
話

⑰

中
山
太
郎
教
授

に
よ
る
と
奈
良
時
代

に
於
て
も
部
落

の
若
者
を

一
定

の
場
所

に
収
容
し
古
老
が
指
導
し
た
痕

跡
が
あ
る
と

い
う

(
「
日
本

若
老
史
」

一
一
-

ニ
ニ
頁
)

⑲

堀

一
郎
博
士
著

「上
代
日
本
仏
教
文
化
史
」
上
第
四
章
、
第

五
章
参
照

⑲

行
基
大
僧
正
舎
利
瓶
記

「
寧
楽
遺
夊
」
下
九
七
〇
頁

⑳

「霊
異
記
」
下
巻
第

二
話

⑳

右
同
、
下
巻
第

一
八
語

⑫

三
品
彰
英
博
士

の
御

示
唆

に
よ
る
。

⑳

三
品
博
士
著
前
掲
書

=

一
二
頁

,

⑳

近
く
は
堀

一
郎
博
士
著
前
掲
書
な
ど
。

亠2
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五

菩
薩
僧
が
以
上
み
て
き
た
如
き
形
態
と
性
格
と
を
持

つ
て
い
る
と

ヘ

へ

し
て
、
最
後
に
彼
等
が
菩
薩
僧
と
し
て
考
え
ら
れ
そ
の
よ
う
に
呼
称

せ
ら

れ
る
所
以
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

こ
の
こ
と
の
た
め
に
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
菩
薩
観
、
菩
薩
思
想
の

興
隆

に
対
す
る
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

何
度
も
引
用
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
行
基
菩
薩
に
関
し
て
彼
の
死

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

亡
直

後

の
記

録

が

「
人

仰

二
慈

悲

一世

称

二
菩

薩

一」

と
伝

え

て
い

る

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ま

た
後

の
人

は

「
法

弘

化

7
迷

…

内

密

二
菩

薩

儀

一、
外

現

二
声

聞

形

一
…

r

r

r

/

r

r

r

r

　
,'

時
人
欽
貴
、
美
称
二
菩
薩
一」
と
も
云
つ
て
い
る
。
凡
そ
慈
悲
は
菩
薩

の
特
徴
で
あ
り
、
慈
悲
利
他
行
は
菩
薩
行
と
同
義
語
で
さ
え
あ
つ
た
。

我

女
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
行
基
菩
薩
観
は
、
菩
薩
僧
を
菩

薩
思
想
の
展
開
過
程
の
中
で
把
握
す
べ
き
点
が
多

女
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
極
め
て
簡
単
に
古
代
人
の
菩
薩
観
の
推
移
を
窺
う
と
次
の

通
り

で
あ
る
。

②

仏
教
伝
来
当
初
仏

.
菩
薩
は
ヌ
ー
メ
ン
的
形
態

で
受
容
さ
れ
た
。

六
二

古
代
人
に
と
つ
て
仏

・
菩
薩
は
神
性
を
持

ち
人
間
と
は
あ
く
ま
で
隔

絶
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
後
菩
薩
思
想
に
触
れ
た
諸
経
論
が
研

究
さ
れ
、
仏
教
知
識
も
増
え
、
大
乗
経
典

も
種

女
伝
来
す
る
に
つ
れ

て
、
菩
薩
と
わ
れ
わ
れ
と
は
断
絶
し
た
も

の
で
は
な
く
、
菩
薩
と
は

B
od
h
isattv
a

即
ち
道
を
求
め
る
修
行
者

の
意
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、

わ
れ
わ
れ
は
菩
薩
た
り
得
る
と
の
考
え
が
抬
頭
し
た
。
而
し
て
天
平

時
代
に
入

つ
て
こ
の
考
え
は

一
段
と
高
揚
普
及
し
た
。
聖
武
天
皇
の

③

④

時
代
に
は
続
日
本
紀
の
記
事
に
も

「
菩
薩
乗
」

「
菩
薩
大
願
」

「
菩

0

薩
戒
」
等
の
語
が
使
用
さ
れ
る
に
至

つ
て
い
る
。

古
文
書
に
残

つ
て
い
る
優
婆
塞
貢
進
解
文
に
よ
つ
て
天
平
初
期
以

降
の
修
行
者
に
ど
の
よ
う
な
経
典
が
多
く
読
、
誦
経
さ
れ
て
い
る
か

を
み
る
と
、
大
体
に
お
い
て
天
平
十
年
頃

ま
で
は
法
華
経
、
弥
勒
経
、

涅
槃
経
、
最
勝
王
経
、
般
若
経
等
が
多
く
、
そ
の
後
、
こ
れ
等
の
経

典
は
依
然
と
し
て
読
誦
さ
れ
て
い
る
が
、
十
四
年
前
後
か
ら
新
ら
た

⑥

⑦

に
梵
網
経
、
瑜
伽
菩
薩
地
、
花
厳
経
等
が
加
わ

つ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
菩
薩
思
想
に
触
れ
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
写
経
か
ら
窺

つ
て
み
る
と
、
天
平
以
前

で
は
般
若
経
が
多
く
、

天
平
に
入

つ
て
か
ら
は
瑜
伽
師
地
論
が
こ
れ
ま
た
多
く
、
年
が
進
む



⑧

に
つ
れ
て
菩
薩
戒
関
係
の
戒
経
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
大
乗

思
想
麓
中
菩
薩
思
想
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
。
特
に

天
平
十
年
前
後

か
ら
瑜
伽
菩
薩
地
、
魔
網
経
が
、
ま
た
続

い
て
菩
薩

气戒
経

典
が
殊
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
、
こ
の
傾
向
が
み

ら
れ
た
時
代
と
菩
薩
僧
が
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
時
代
と
が

一
致
し

て
い
る
の
で
、
注
目
翠
ら
れ
て
よ
い
。

ま
た
菩
薩
戒
経
典
は
菩
薩
の
修
道
を
説
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
種
類

の
経
典
が
ひ
ろ
く
流
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
菩
薩
と
し

て
の
生
活
を
実
行
し
、
ま
た
菩
薩
た
る
自
覚
を
高
め
ん
と
す
る
気
運

ヘ

ヘ

へ

嚥

し
て
い
た
.、
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

翌
、嚢

華

沙
弥
優

曇
」
と
い
つ
た
ふ
う
の
云
い
方
が
現
わ
れ
て
い
る
の
も
右
の
よ
う
な

事
情

か
ら
首
肯
出
来
る
。

先

に
も
の
べ
た

「
内
密
二菩
薩
儀

一、外
現
二声
聞
形
一」
と
い
う
観
方

は
確
か
に
菩
薩
思
想
の
深
化
が
あ

つ
て
始
め
て
可
能
な
菩
薩
観
で
あ

る
。
少
し
後
の
考
え
方
で
あ
る
が

「沙
弥
者
観
音
変
化
、
何
以
故
、

未
レ
受
工具
戒
桶、
名
為
沙
弥
、
観
音
亦
爾
、
雖
レ成
二
正
覚
一、
饒
二益
有

0

情
一、
故
居
二因
位
こ

と
い
う
考
え
方
も
菩
薩
観
の
有
力
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
伝
教
大
師
は
、
菩
薩

の
大
戒
を
授
け
て
菩
薩
僧
と
な
す

奈
良
時
代
に
お
け
る
菩
薩
僧
に
つ
い
て

r

ti

と
言
つ
て
い
る
。

以
上
の
様
な
環
境
、
仏
教
の
持

つ
思
想
理
論
が
菩
薩
僧

の
菩
薩
と

呼
称
す
る
こ
と
の
主
た
る
支
柱
と
な

つ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
菩
薩
修
道
に
関
す
る
経
典
の
説
く
と
ご
ろ
は
小
乗
的
僧

尼
令
仏
教
と
相
反
す
る
内
容
を
含

ん
で
い
る
。
例
え
ば
そ
の

一
つ
で

あ
る
梵
網
経
は
劉
宋
時
代
頻
り
に
翻
伝
さ
れ
て
い
た
菩
薩
戒
関
係
の

諸
経
を
綜
合
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
統
官
を
立
で
僧
籍
を

安
じ
て
僧
尼
を
摂
縛
す
る
こ
と
を
排
難
し
、
比
丘
が
地
に
立
ち
白
衣
⑫

が
流咼
座
す
る
こ
と
の
非
法
を
強
調
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

梵
網
経
が
か
く
排
難
強
調
す
る
と
と
ろ
の
精
神
は
明
ら
か
に
僧
尼
令

第
三
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
そ
の
他

に
抵
触
す
る
。
他
の
菩
薩

経
亜
ハに
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
云
え
る
。

と
も
あ
痂
菩
薩
修
道
め
行

き
方
は
国
家
寺
院
に
閉
じ
籠

つ
た
僧
に
対

し
て
批
判
的
態
度
を
揉
ら

し
め
ざ
る
を
得
な
い
方
向
に
あ

つ
た
。
菩
薩
僧
は
云
わ
ば
小
乗
的
僧

尼
令
仏
教
に
対
し
て
菩
薩
乗
仏
教
を
標
榜
し
た
薪
興
の
出
家
者
で
あ

る
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
以
上
菩
薩
僧
の
出
現
と
背
景
、
.そ

の
社
会
に
お
け
る
形
態
及

六
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び
件
冖格
等
に
つ
い
て
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
考
察
か
ら
要
約
し

て
次

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

菩
薩
僧
は
、
菩
薩
と
い
う
名
称
の
発
生
訥
局
面
か
ら
知
ち
れ
た
と

こ
ろ
を
以
て
特
徴
づ
け
れ
ば
、
僧
尼
令
仏
教
に
対
し
て
、
折
か
ら
澎

湃
と
し
て
興
つ
た
菩
薩
仏
教
に
基
い
て
新
ら
た
に
た
つ
た
僧
で
あ
り
、

菩
薩
と
い
う
世
人
か
ら
の
美
称
は
こ
の
菩
薩
仏
教
が
持

つ
社
会
性
、

宗
教
性

に
対
す
る
讃
歎
迎
合

で
あ
り
、
ま
た
菩
薩
と
の
自
称
は
極
端

に
云
え
ぱ
小
乗
的
仏
教
に
対
す
る
彼
等
自
身

の
標
旗

で
も
あ
つ
た
。

そ
れ
程
ま
で
で
な
く
と
も
そ
こ
に
は
少
く
と
も
僧
尼
令
的
仏
教
者
、

さ
ら

に
云

へ
ば
小
乗
的
仏
教
者
と
は
別
種
の
修
行
者
で
あ
る
と
の
心

情
が
働
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

噸

と

こ
ろ
が
利
他
的
慈
悲
行
を
根
幹
と
す
る
菩
薩
仏
教
の
樹
立
に
は

社
会
的
基
盤
を
必
要
と
す
る
。
大
乗
仏
教
で
は
在
家
菩
薩
と
い
う
こ

⑬

と
が
し
ば
し
ば
云
わ
れ
、
事
実
イ
ン
ド
仏
教
で
は
在
家
菩
薩
の
仏
教

H

が
形
成
さ
れ
、
大
乗
仏
教
興
起
の
基
盤
を
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同

じ
様

な
局
面
が
わ
が
国
で
も
菩
薩
僧
に
よ
つ
て
展
開
し
た
と
い
い
た

い
の
で
あ
る
が
事
情
は
可
成
り
異
な
る
。
即
ち
わ
が
国
の
菩
薩
僧
は

家
族

シ
ヤ
ー

マ
ン
的
優
婆
塞
と
、
ま
た

一
時
慈
氏
僧
と
し
て
も
姿
を

六
四

現
わ
し
た
こ
と
の
あ
る
在
地
の
集
会
講
社

の
職
業
的
シ
ヤ
ー

マ
ソ
と

結
び
つ
き
、
彼
等
を
菩
薩
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
菩
薩
仏
教
の
社

会
的
基
盤
の
形
成
を
可
能
と
し
た
。
即
ち
菩
薩
僧
は
慈
氏
僧
や
宗
教

的
集
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
自
度
僧
的
民
間
僧

の
も
つ
て
い
た
基
盤

の
上
に
の
つ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
僧
尼
令
仏
教
が
排
泄
し
た

僧
尼
を
吸
収
し
こ
れ
と
結

集
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
べ
ー
ス

を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
僧
仏
教
は
《
菩
薩
》
を
自
覚
し
た
リ

ー
ダ
ー
の
下
に
僧
尼
令
仏
教
に
対
す
る
菩
薩
、
仏
教
運
動
と
し
て

一

つ
の
新
し
い
宗
教
的
社
会
的
運
動
た
ら
ん
と
し
た
。
そ
れ
は
世
人
の

民
間
菩
薩
僧
に
対
す
る
評
価
が
次
第
に
高
く
な
つ
て
唐
た
頃
で
あ
る
。

か
く
て
菩
薩
集
団
の
進
展
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
ゐ
が
、
多
べ
の
菩

薩
僧
が
こ
の
よ
う
な
構
造
の
上
に
居
た
が
た
め
に
、
rそ
の
宗
教
者
的

機
能
は
咒
術
者
で
あ
り
、
利
他
教
化
と
い
う
も
、
わ
ず
か
善
悪
業
報
,

輪
廻
の
思
想
が
説
か
れ
た
程
度
で
、
民
衆

の
受
け
取
つ
て
い
た
主
た

る
内
容
は
、
咒
術
に
よ
る
救
済
で
あ

つ
た
。
従

つ
て
菩
薩
僧
の
仏
教

も

一
部
の
社
会
事
業
を
の
ぞ
い
て
は
畢
竟
古
代
的
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ

ム

仏
教
で
あ

つ
た
し
、
菩
薩
僧
も
村
落
に
爵
け
る
職
業
的
シ
ヤ
ー
マ
ン

や
家
族

シ
ヤ
ー

マ
ソ
の
域
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
と
い
う



よ
り
菩
薩
僧
は
こ
れ
ら
シ
ヤ
ー
マ
ン
の
新
し
い
装
い
で
あ

今
た
α
こ

の
よ
う
な
家
族
シ
ヤ
ー
マ
ン
的
優
婆
塞
に
は
自
度
僧
が
多
く
、
職
業

的
シ
ヤ
ー
マ
ソ
に
は
ま
え
に
指
摘
し
た
よ
う
な
、
崩
壊
寺
院
か
ら
流

れ
て
き
た
僧
尼
が
多
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
宗
教
的
自
覚

を
持

つ
た
僧
も
あ
り
、
そ
の
宗
教
活
動
に
も
無
視
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
面
も
あ

つ
た
が
、
大
局
と
し
て
は
、
こ
の
種
の
僧
侶
の
性
格
も

ま
た
そ
の
宗
教
も
、
古
代
的
性
格
を
滞
び
、
大
乗
思
想
の
高
揚
と
と

も
に
興
つ
た
菩
薩
僧
仏
教
に
も
自
つ
と
限
界
が
あ
つ
た
。

以
上
菩
薩
僧
に
関
す
る
試
論
を
の
べ
た
が
、
不
敏
の
た
め
意
を
尽

く
す

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
追
究
す
べ
き
幾
多
の
問
題
を
残
し
た
上

過
誤
を
犯
し
て
い
る
点
も
多
々
あ
ら
う
か
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
大
方
諸
賢
の
御
叱
正
を
得
て
、
他
日
再
考
の
際
の
資
と
し
た
い
。
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